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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
短時間の心筋虚血再潅流はそれに引き続く長時間虚血時の梗塞サイズを減少させる (IschemicPrecon-
ditioning,IP)｡家兎心筋梗塞モデルにおいて,IPの心筋保護効果におけるNa+,K+-ATPアーゼの役
割を検討した｡心筋細胞膜Na+,K+-ATPアーゼは虚血により経時的に活性低下を示したが,IPによ
り虚血早期に活性が保持された｡この活性保持がIPの梗塞サイズ減少に寄与するか否かをNa+,K+
-ATPアーゼ阻害薬ジゴキシンを用いて検討した｡IPは梗塞サイズの減少及びNa/Ca交換系の活性上
昇をもたらしたが,ジゴキシン前投与により梗塞縮小効果の減弱及びNa/Ca交換活性上昇の消失が見
られた｡これより,IPの心筋保護効果の一因として,Na+,K+-AGPア-ゼ活性保持による細胞内Na
上昇度の抑制とNa/Ca交換系の活性上昇によるCaの細胞外への汲み出し増加によるCa過負荷の抑制
が関与している可能性が示唆された｡
以上の研究は虚血性心疾患における心筋保護機序の解明に貢献し,急性心筋梗塞において心筋壊死巣減
少を目的とした治療に関する基礎的知識の蓄積に寄与するところが多い｡
従って,本論文は博士 (医学)の学位論文として価値あるものと認める｡
なお,学位授与申請者は,平成9年 2月25日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認め
られたものである｡
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